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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が感じた。

３：８０％以上の教員が感じた。

２：６０％以上の教員が感じた。

１：６０％未満の教員が感じた。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全学年で行った。

３：４つ以上の学年で行った。

２：半数の学年で行った。

１：半数未満の学年で行った。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員が参加した。

３：８０％以上の教員が参加した。

２：７０％以上の教員が参加した。

１：７０％未満の教員が参加した。

１：
６０％
未満

Ｄ 0
コミュニケーションを図る活動を授業に積極
的に取り入れる。

4

4

児童アンケートでは、自分の意見を発
表することができる低学年の児童が８
２．８％、高学年の児童では、５８．
３％だった。学年が上がるにつれ低く
なってくるが、高学年の児童は、昨年
度よりも９％高くなった。ただ、高学年
児童で『発表はできなくてもタブレット
やノートに考えを書いて伝えたりする
ことができた』と回答した割合は８７．
７％になっている。
このことは、今年度の校内研究で、国
語「話す・聞く」「学級活動」の授業研
究を通し、自分の考えをもたせ相手に
伝わるように話すことや相手の意見を
受けてよりよくしようと話し合う活動を
増やした成果と思われる。
体力向上に向け、「一校一取組」で
は、「大田区小学生駅伝大会」と関連
付け、持久走カードを使い全校で取り
組みを行った。「一学級一取組」につ
いては、取り組み内容を学期ごとに確
認し、取り組みが体力向上につながっ
ているか体力テストなどで検証をして
いく。

Ａ 5

・タブレット活用は、これから重要で普通のことにな
ることでしょう。しかし、相手を目の前にして自分の
意見を言う、そして、相手の話を聞くこともとても重
要なことと思います。それも校内研究の成果ででる
と良いですね。
・今はタブレット等で伝えることができるので、先生
方も子供の状況を把握し対処できるので素晴らし
いと思う。
・コミュニケーションの本質は、まず挨拶から始まる
と思うので、外部の方が来校してきた時に、学校で
の教育が分かる。まずは、大人から、教職員、そし
てPTA役員も含めた私達から挨拶や外での声掛け
をしていきたいと思う。朝の子どもたちの挨拶運動
が素敵。
・低学年で82.8%もあるのは、とても素晴らしい。高
学年で低いのは、控え目なところがあるのでしょう
か？学校公開の授業を見て、どのクラスもどんど
ん手を挙げて、楽しそうに発表していると思う。タブ
レットでのコミュニケーションは、これから重要にな
ると思います。どんどん伸ばしていってほしい。
・議論し、多数決に従う訓練も必要なのでは？自分
の意見が通らないと会から抜ける人の多いこと・・・
（大人？）

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：
７０％
以上

Ｂ 2

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

3
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

「学校ふり返り
アンケート」に
て、「人の話を
聞いて、自分の
意見を発表した
りタブレットに書
いたりして伝え
ることができた」
の質問に、肯定
的な回答をした

児童の割合

４：
８０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

4

児童アンケートでは、８６．５％の児童
が『自分にはよいところがある』と回答
した。学級や学年などで、一人一人が
活躍できる場面を作ったり、活躍した
児童への賞賛をしたりしていくことで、
自信をもって学校生活が送れるように
している。
学校生活調査やWEBQU、いじめ調査
などを実施したり、結果を受け児童と
面談をしたりし不安なことや困ってい
ることを聞き取り、解決に向けて話し
合いの場を作った。また、普段から児
童間の友達関係の様子を見て、心配
な児童へは適宜声掛けをしている。
「いじめ対策委員会」は、必要に応じ
て開き、担任一人が抱え込まない体
制を作って指導している。 また、毎週
末、教職員で心配な児童について共
通理解を図り、同一歩調で声掛けや
指導ができるようにしている。 今後
も、必要に応じて、スクールカウンセ
ラーやスクールソーシャルワーカー、
子ども家庭支援センター等の関係諸
機関とも連携をとり、問題解決に向け
て組織的に取り組んでいく。
道徳では、授業で使える資料や指導
法についての資料を共有し、各学級
で使用していく。

4

4

4

4

保護者アンケートでは、『授業改善に
取り組んでいる・理解力が高まるよう
に工夫している』において、90.8％が
肯定的な回答をしている。
今年度は、国語「話す・聞く」「学級活
動」についての研修を行い、その後各
学年の研究授業を計６回行った。これ
らを通して、教員が授業の進め方につ
いて、理解を深められた。また、今後
は、研究発表会等の研究・研修の報
告を、定期的（木曜日）に行うことで、
教員全体の授業力向上に向けて共有
を図る。
特別に支援を要する児童への指導に
ついて、委員会を定期的に開き、児童
理解・指導方法について共有してい
る。今後も、外部関係諸機関とも連携
を図り、適切な指導法について助言を
受けながら、指導に当たる。

３：
７０％
以上

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満
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１：
どち
らか
が
７０％
未満

・先生の一言、また、褒められたりすることは、児童
にとってずっと心に残ることと思う。学校の取り組み
で、自分のことも友達のこともより大切にできるとい
いですね。
・動物、虫、魚、鳥等他の声明をめでることは、結
果人間愛に通じると思う。
・指標の数字では、90%に満たないので「3」とはなる
が、低学年でも88.8%、全体でも86.6%ある。運動
会、学習発表、７０周年などの時、児童みんながそ
れぞれのパートをたくさん練習して、素晴らしい成
果を出している。家が学校の前なので、ずっと以前
から体育館や校庭で練習している姿を見かける。
学校が楽しいのは、91.6%もあるので、「4」で良いの
ではないか？
・子供は親を見て育つ。家庭で親がTVや人の悪口
ばかり言っていると、子供はそこに正義があると錯
覚してしまう。以前はPTA選考の時期になると、保
護者同士が疑心暗鬼になり、その不安の矛先を先
生達に向けていた。どんなことにも理由や始まりの
きっかけがあると思う。私達保護者は、そのきっか
けに気付き、友好な保護者同士の輪を築く役割を
続けていきたい。
・教員同士が、なんでも話し合えているか不明であ
る。
・もう少し評価が高くてもよかったのでは？

・体力、体力と気にしない。スポーツを純粋に楽しみ、後
のコミュニケーションの心地よさがいい。
・２グラの活用法がよいと思う。
・保護者の90.4%と評価が高いのが、とても素晴らしい。芝
生のグランドで、子どもたちが思い切り体を動かし、運動
している賜だと思う。数字が低くなってしまったのは、一部
芝生が枯れてしまったのが原因かもしれない？
・校庭が２つもあり、しかもそのうちの１つが芝生であるこ
とから、転ぶことの恐れよりも身体を動かす意欲が勝り、
休み時間も積極的に外に出て遊ぶ子どもたちを見てい
る。スポーツマンの先生も多くいるため、良い環境で育っ
ていると感じている。来年度こそ、小学生駅伝で新宿優勝
の声を聞きたい。頑張りましょう！！
・街の中に子どもたちがのびのび遊ぶことのできるところ
が少ないが、なるべく外で遊ぶ習慣も必要だと思う。

・90.8%の保護者の高い回答、先生方のとても良い
授業の成果だと思う。子どもたちの学習理解も
92.1%もある。先生たちの努力のおかげだと思う。こ
れからもよろしくお願いします。
・人間が野生に始まり、文化と共に自己保存能力
の欠如はいたしかたないこと。野生の本能に戻る。
・新宿小には、障害のある児童が数名いる。先生
たちの負担軽減のためにも、特別に支援を要する
児童への外部からの補助員を要請していただきた
いと思っている。大変だと思うが、児童が「私は新
宿小学校に６年間通い、卒業した卒業生です。」と
胸を張って言えるような環境を作っていきたいと
思っている。

4
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・学習内容を理解していると答えている児童が、低
高学年とも90%を超えているのがとても心強い。ICT
の活用により、個々の理解力が掴めることはとても
大きいと思う。また、算数、漢字の分かるまで根気
強くは、先生も大変でしょうがぜひ続けてほしい。
・勉強することがおもしろいと、子供が思えば満点。
・コロナをきっかけに、ICT教育が一気に加速し、そ
の分先生方も大変かと思いますが、子どもたちは
ケータイゲームオンリーにではなく、宿題でもPCに
触れることで、自ら学力を高める取り組みを行って
いると感じる。
・算数、漢字練習は、コツコツ習慣にしていけば、
成果が上がると思うので、取り組みはとても良いと
思う。
・算数理工系の能力、また、ほかに特別な才能を
もった子などの対応は、小中学校ではまだ早い
か？

低・高学年とも、学習した内容につい
て理解していると肯定的に回答した児
童の割合が９２．１％となった。これ
は、ICT機器を効果的に使うことで、意
欲的に学習できるように授業を工夫し
たことによるものと思われる。また、算
数補習教室や学校独自の「算数ス
テップアップ週間」や「漢字チャレンジ
週間」を実施し、分かるまで根気強く
取り組ませることや、算数習熟度別学
習の成果も有効であったと考える。今
後は、教員間でのICT機器の活用差
をなくすために、校内での研修を増や
し児童の学習意欲が高まる工夫をし
ていく。また、児童の学習の習慣付け
を行い、自ら課題に取り組む姿勢も育
成する。
さらに、「授業改善推進プラン」の内容
をしっかりと反映させた授業を２・３学
期の授業で行う。教員同士で授業を
見合い、研修を重ねることで、授業の
質を高めていく。また、児童の学習評
価を適時行い、賞賛していくことで学
習意欲を高めていく。
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算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

体力テストの結果分析を、授業等に生か
す。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

各教科・道徳・総合等において、地域の特
性を生かしたり、地域人材・専門家等を招
いたりした授業を行う。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

校内研究「自分の思いや考えを伝え合い、
考えを深めたり合意形成したりすることが
できる子の育成」に取り組み、指導力と児
童の学習環境の向上を図る。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

3

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

3

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　

学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

児童の学習に対する意欲の高まりを、教員
が感じている。

１：
６０％
未満

4

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

PTAや地域とともに行う活動に、年間１回
以上参加した。（芝刈り・PTA主催イベント・
地域行事等）

3

4

２：
７０％
以上

１：
７
０％
未満

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

4

３：
８０％
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

保護者アンケートでは、『学校は地域
の力を子どもたちの教育活動に生か
している』において、肯定的な回答が
97.1％であった。
各学年で、地域の方々やアスリート、
シニアクラブ、企業からゲストティー
チャーをお招きし、講話をしていただ
いたり体験活動をしたりしている。ま
た、今年度は、開校７０周年だったり、
コロナ禍が第５類になったりしたこと
で、夏のワクワクサマースクールにも
地域の方々がたくさん講座を開講して
くださり、児童も多数参加することがで
きた。また、PTAのイベントも児童には
大好評であり、参加率も高い。
今後も、学校での活動の様子を、学
校・学年だよりや学校ホームページ・
学級限定のページで発信し、学校で
の取り組みを保護者や地域の方々に
も周知していく。

・先生方、PTAが児童のために協力して活動、そして、保護者も
参加し楽しく活動されているのがとても良いと思う。
・我々、地域社会の者も期待され幸せである。色々やります
よ！！
・地域の目は温かいが、親の中には子供の外見に気を使いす
ぎている方がいるのが少し気になる。
・今夏のサマースクールで講座を4回やらせていただいたが、そ
の回も子どもたちが真剣で、こちらもしっかりやらないとと心を
引き締めた。青少対の行事にも、たくさん参加していただき、特
にわくわく広場はとても盛り上がった。
・公園で男女仲良く元気で遊んでいて良いと思う。しかし、遊ん
でいる中に知っている子がいたので挨拶をしたり、悪いことを注
意したりしても、保護者が認めないこともあるので、最近は見て
見ぬふりをしている知人がいた。地域と子どもたちとの交流の
場は核家族の多い現状ではとても大切なことだと思うが、若い
方の町会への理解がなく、会員の入会も少ないのが現状。子
供の頃から、教える必要があるのではないかと思う。
・「斜め親」という言葉がある。自分の親ではなく、友達の親、学
校の先生、PTA,、地域の大人達など、小さい頃から多くの大人
と話し、声を掛けてもらった子供は素直に育っていくという話を
聞いたことがある。来年度も、学校の外部からの大人の話にた
くさん触れて、PTAイベントもたくさん開催して、多くの思い出を
作ってあげたいと考えている。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

6

1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、適
正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

プ
ラ
ン
５
　

魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄

4

2

令和５年度　大田区立新宿小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する
心を育成す
るなど、未来
への希望に
満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育

成

・児童数277名（全１２学級）、教職員（校長・副校長各１、主幹教諭１、指導教諭１、主任教諭6、教諭４、臨時任用教諭2名、養護教諭１）事務１、講師３、主事２ほか
・「子供も　教員も　保護者も　みんなが成長する学校」を目指し、校内独自の漢字検定や東京ベーシックドリル、算数ステップ学習を活用した「漢字チャレンジ週間」「算数ステップアップ週間」等の取組を通して、基礎・基本の定着を図り、学力の向上に努める。
・平成２０年、校庭全面芝生化になり、これを生かした教育活動に取り組む。また、令和元・２年度大田区教育研究推進校の指定を受け、「進んで関わり合いながら運動に取組む子の育成」の研究に取り組んだ成果を生かした体力向上に努める。
・恵まれた環境を生かし、地域の中の学校として、地域・保護者との協働による芝生の維持管理や学校支援地域本部との連携による積極的な地域人材の活用を図る。
・自分の考えをしっかりともち、友達と関わり合いながら考えを伝え合う活動を通して、自分たちでよりよい学級・学校を作ろうとする児童を育成する。

「学校ふりかえ
りアンケート」に
て、「自分には
よいところがあ
る」の質問に、
「はい」と回答し
た児童の割合。

「学校評価アン
ケート」にて、

「学校は地域の
力を子どもたち
の教育活動に
生かしている」
の質問に、肯定
的な回答をした
保護者の割合。

目標に対する成果指標

２：
６０％
以上

４：
９０％
以上

0

4

0

0

6

1

0

0

7

Ｂ

３：
共に
８０％
以上

２：
共に
７０％
以上

４：
９０％
以上

４：
９０％
以上

３：
７０％
以上

２：
６０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

B

保護者アンケートでは、９０．４％の保
護者が、『学校は体力向上を目指した
取り組みを展開している』と回答した。
体力テストの結果から、各学年の課
題を周知し、課題解決に向けての取り
組みを授業において行い、２学期よ
り、朝・休み時間等も使い、継続して
持久走を行った。学習カードを使った
ことで、児童が自発的に活動する姿
が見られた。第２グランドの使い方に
ついても再検討し、バスケットボール
やサッカーができるようにしたことで、
児童の遊びの幅が広がった。
しかし、児童アンケートでは、休み時
間や放課後に自ら身体を動かす習慣
がある児童が約８１．７％で、昨年と
比較すると５．２％低くなってしまっ
た。このことから、今後は、児童の身
体を動かす習慣づけが大切であるた
め、年間を通して取り組む活動を増や
していく。

0

「学校評価アン
ケート」にて、

「学校は積極的
に授業改善に
取り組んでい

る」・「教材教具
を工夫して理解
力が高まるよう
に努めている」
の質問に、肯定
的な回答をした
保護者の割合。

「学校評価アン
ケート」にて、

「学校は体力向
上を目指した取
り組みを展開し
ている」の質問
に、肯定的な回
答をした保護者

の割合。

Ａ

0

「学校ふり返り
アンケート」に
て、「授業の内
容が分かる」の
質問に、分か
る・だいたい分
かると回答した

児童の割合

0

Ｃ

Ｄ

４：
９０％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康

の
増
進

Ｃ

Ａ

４：
共に
９０％
以上

Ｄ

３：
８０％
以上


